
2026 年度 緑区自立支援連絡協議会 活動計画

１ 活動の柱

1．障害のある方の権利を守れる地域を作っていきます。

障害のある方の権利を守るために、虐待防止の観点から不適切な支援につい

ての情報を行政、基幹センター、事業所等で共有することで適切な支援に切

り替えられるための検討の場「緑区見守りネットワーク」を本格実施しま

す。

2．地域の支援力アップの為に、ネットワークづくりに取り組みます。

① 部会・連絡会活動を中心に、事業所同士の交流や、部会の枠を超えた横のつな

がりを作り、事業所が孤立する事がないように取り組みを進めます。

② 障害分野以外の関係団体との連携や情報共有、ネットワークづくりに取り組み

ます。

3．障害がある人もない人も、誰もが住みやすく、お互いに支えあえる街づくりに

取り組みます

① 緑区民まつりの中で、福祉体験の企画などを通じて障害理解が深まることを

目的として、「第 15 回 障害のある人もない人も共につくる緑区民のつどい」

を開催します。

② 当事者参加、構成員のネットワークづくりを引き続き進め、当事者や家族が孤

立する事がないように取り組みを進めます。

  当事者の皆さんからの声を聞き、当事者の皆さんが集まる場や、防災の取り組

み、緑区民まつりへの参加を検討します。



2．2026 年度 日程

事務局会議・運営委員会他 内容

４月 事務局会議（9 日） 年間予定

5 月 運営委員会（28 日） 緑区防災の取り組み

重層的支援体制整備事業の報告

6 月 ●全体会（29 日） 活動報告、活動計画、決算予算、

会長・副会長の選任

7 月 事務局会議

見守りネットワーク（23 日）

8 月 運営委員会（27 日）

10 月 事務局会議

見守りネットワーク（15 日）

11 月 ★みどりっこひろば（13 日）

運営委員会（26 日） 各部会から集約した地域課題の議論。

12 月 ★第 15 回 障害のある人も

ない人も共につくる緑区民の

つどい（5 日）

1 月 事務局会議

見守りネットワーク（14 日）

2 月 運営委員会（25 日）

南ブロック連絡会 南ブロックの共通の地域課題の討議（障害者支援

課認定支払係、4 区（緑・南・天白・瑞穂）の区

役所・支所・保健Ｃ・基幹Ｃ）

・各区から地域課題の文書を市に提出

  

・南ブロック会議・・・年６回 （４月、6 月、８月、１０月、１２月、2 月）

  ・名古屋市自立支援連絡会 年 3 回 ①7 月 ②11 月 ③3 月

全体会   年 1 回、活動報告、活動計画、課題交流を行っています。

事務局会議 運営委員会の議題の整理を行っています。

運営委員会 情報共有、協議会活動の推進、地域課題の集約と具体化を行っています。



2026 年度 児童関係 活動計画
障害のある子どもたちを支えるために連絡会、ネットワーク、不登校を考える会の 3つの組織で構成してい

ます。障害各組織の充実のため、関係者、支援者の顔の見える関係を大切にし、緑区の障害児に関わる地域課
題を整理していきます。

◇放デイ・児発連絡会

目的：障害のある子どもたちを支える事業所の交流を行い、横のつながりを作る。市民向け企画の実施。

構成メンバー：放課後等デイサービス・児童発達支援事業所 他

日にち 内容 場所

６月 12 日（金） 第１回定例会 名刺交換会 徳重支所第 1・2 会議室

  9 月 18 日（金） 第２回定例会 地域課題 みどりっこ打合せ 徳重支所第 1・2 会議室

11 月 13 日（金） みどりっこひろば（児発+放デイ／B・A・移行等） 緑区役所講堂

2 月（調整中） 第３回定例会 （仮：就労準備型放デイ） 調整中

◇障害児ネットワーク

目的：緑区における障害の子どもたちを支えるための課題を整理し、必要な資源を作る。

障害のある子どもの関係者のネットワークを作る。

構成メンバー（予定）：放課後等デイサービス、児童発達支援事業所、相談支援専門員

緑区民生子ども課 緑区福祉課 緑区保健センター、 子ども応援委員会、緑区特別支援教育研究会顧問

   エリア支援保育所 南部地域療育センターそよ風 緑児童館 メンタルクリニック

緑区障害者基幹相談支援センター

※東部児童相談所 子ども若者総合支援センター

日にち 内容 場所

7 月 1 日（水）

10：00～12：00

第１回 定例会

参加者（各機関）の紹介・交流

保健センター 2 階

健康増進室

10 月 7 日（水）

10：00～12：00

第２回 定例会

障害児サークルの母の語り

保健センター 2 階

健康増進室

2 月 26 日（金）    

10：00～12：00

第３回定例会

不登校を考える会・医ケア児の会準備会 報告

保健センター 2 階

健康増進室

〇緑区特別支援学級訪問

目的 本交流会は、学校と福祉の関係者が互いの制度や支援内容について理解を深め、障害のある子どもや家

庭への支援の連携を目的とし、日頃の支援の中で感じている課題や工夫を共有し、地域全体で子どもを支える

ネットワークづくりを目指す。

※学校夏休み中に 緑区特別支援教育研究会顧問（2 校）の学校を訪問し、支援学級の先生と交流を行う。

【検討】医療的ケア児を地域で支える会（仮）

医ケア児の支援に関わる福祉、医療、教育の横の連携とライフステージに合わせ縦の連携の構築に関する

ネットワークづくりを検討。重複する集まりもあるため、新たに枠組みを作る必要があるか、既存の枠組み

の活性化を図るのかについても検討する。



20２6 年度 自閉・強行部会 活動計画

これまでの活動では、自閉症の方への基本的な理解や構造化を中心した支援方法等の共有を主な目的と

して研修や実践報告、グループワークを中心に定例会を行ってきました。今年度はこうした今までの活動も

引き続きおこなっていくことに加え、新たに部会として地域の事業所に出向き、実態の把握や現場の声に耳

を傾けて支援の輪を広げる活動を行っていきます。

【方針】

１．地域の支援者向けに自閉症、強度行動障害への理解のための研修を継続していきます。

２．事業所が抱え込まないように、強行部会運営委員が事業所見学を継続していきます。

３．強行部会運営委員会において、困難事例の事例検討等を行います。

2. 定例会（全 3 回）

日にち 内容 場所

5/29(金)

10～12

研修会

「自閉症支援がうまくいかない・・・最初に

やることは？」 講師 あいぽ奥山

緑区役所 講堂

10/16（金）

10～12

実践報告

やぐるまそう

徳重支所第１，２会議室

1/12（火）

10～12：30

研修会

「氷山モデルで考えてみよう」

講師あいぽ奥山

徳重支所第 1，2 会議室

3. 事業所訪問（アウトリーチ活動）

「定例会に参加しても自施設での導入が難しい」という課題に対し、運営委員が現場に出向く活動を継続。

 訪問活動の継続: 児発、放デイ、生活介護、GH など、訪問希望のあった事業所へ運営委員（奥山・岡

本ら）が訪問し、構造化のアドバイスや名古屋市の派遣事業の利用勧奨を実施。

4. 運営委員会（年 5 回開催） 徳重支所 第 3 会議室 10～12 時

地域課題の検討や対応に苦慮している重度障害児・者の事例について、協議。早期療育の必要性が高いこと

から運営委員に療育センターの担当者も参画いただけるよう働きかけを行っていく。

すべての回で会場・時間は共通。

→①4/17（金）、②7/17（金）、③9/11（金）、④11/20（金）、⑤2/12（金）

以上



2026 年度 自立支援連絡協議会相談部会 活動計画
【重点目標】
・事業所間の連携と交流 地域内 OJT の機会を活用した、相談支援専門員同士の学び合いの場を提供
・ライフステージの移行支援を意識した、関係機関・他分野とのつながりづくり
・個々の事例から地域課題の抽出と共有、解決を協議

＊構成員：

○緑区内の指定特定相談支援事業所（15 事業所）相談支援センターなごみ  ゆたか希望の家  相談支援ぽぽ  有限会社も

みじ   相談支援ふわふわ   相談支援事業所ひなゆり   相談支援センターてらす  相談支援カモミール  相談支援よす

が   相談支援事業所ｍｅ   相談支援ハピネス   相談支援グリーンミント   相談支援事業所かわうそファミリー   相

談支援ルナ    季楽指定特定相談支援事業所 春風  ケアーズ相談支援事業所 相談支援事業所ゆるり

○他区の指定特定相談支援事業所（5 事業所）相談支援事業所ひととま、相談事業所まり、相談支援事業所神無、相談支援

事業所ルドルフ、南部地域療育センターそよかぜ 相談支援事業所椿 相談支援事業所ユニサポ

○行政機関 緑区役所福祉課、徳重支所区民福祉課、緑保健センター

全て 10:00～12:00 内容 場所

4 月 21 日（火） 新年度の体制等、各事業所から近況報告（実地指導な
どの報告も）名古屋市集団指導等の共有

徳重支所第１第２会
議室

５月１9 日（火） ①「社会資源を知りたい」
② 計画相談と報酬について

徳重支所第１第２会
議室

６月１6 日（火） 「相談支援事業所における運営管理」
とよはし総合相談支援センターほっとぴあ
統括相談員 鈴木陽一郎氏

徳重支所第１第２会
議室

７月 13 日（月） あけぼの学園 見学会
８月 18 日（火） 現任インターバル実習 徳重支所第１第２会

議室
９月１６日（水） 地域課題 1 緑区役所第２会議室

１０月２０日（火） 地域課題 2 緑区役所第２会議室

１１月 日（）            権利擁護部会企画 成年後見について （緑区役所第２会議
室）

１２月１５日（火） ケアマネサロン「ダブルケアについて」 区役所講堂

１月 18 日（月） 事例検討 木全先生 緑 保 健 セ ン タ ー 2F
健康増進室

2 月 日（） 児童ネットワーク
３月 日（） 年度の総括



2026 年度 日中居住事業所連絡会活動計画

１ 重点課題

(ア) 交流 事業所間の交流や連携、事業種別の交流を深める取り組みを進めます。

(イ) 研修 事業所からの要望に基づき、学習・研修会を開催します。

(ウ) 地域課題 地域の課題解決に取り組みます。

２ 定例会

月日 定例会 場所 その他 場所

6 協議会全体会 第１回目ＧＨ交流会

6～7 月頃予定

特別支援学校 orＧＨ事業

所見学会（ＧＨ限定）

7/15 第 1 回定例会 「名刺交換会＆

世界情勢と困っていること 」

徳重支所第一・

第二会議室

9 第２回目ＧＨ交流会

9～11 月頃予定

「困難事例への対応」（ＧＨ

限定）

10

11/18 第 2 回定例会「高齢障害者の支

援について 」

徳重支所第一・

第二会議室

12 つどい

2 イオン福祉の店

３ グループホーム交流会  年 3 回実施予定

今年度の交流会は、企画内容によって GH 限定の企画を第１回目・２回目、日中も含めた全体企画として１

回の全３回で内容を予定している。

・１回目は特別支援学校の見学か地域の GH への見学のどちらかを実施できたらと考えている。

・２回目は、困難事例への対応について、GH では一人勤務になる事も多く、ほとんどの対応をその時に支援

に入っている世話人が担う事になる。しかし、どのように対応したら良いのか悩む場面や、負担感から離職

や不適切支援に繋がってしまうこともあり、支援力向上を目的に、日本福祉大学の先生を講師に招いての企

画を予定している。

・３回目は高齢化する利用者へ、心身の変化に伴うライフスタイルや必要な支援に対応していく事を目的に開

催予定。いきいき支援センターやケアマネージャーなど高齢分野からの介護保険制度についての説明などを

してもらう内容を検討中。

４ 地域課題への取り組み

５ その他

① イオン大高「みどり福祉の店」 はアジアパラ競技大会の関係で２月頃開催予定

② つどい アジアパラ競技大会のため、１２月初旬へ変更が決定。

③ 引き続き緑区基幹センターのホームページから事業所の検索ができるよう、事業所情報の充実



精神部会  2026年度 活動計画

●定例会 年 3～4回程度（予定）

運営委員会 定例会の予定を議論するため、2カ月に 1回程度予定

〇昨年度課題になった地域課題について、普段の関わりの中に地域課題となる事象が眠っ

ていると判断し、事例検討を定例化し事例の中に眠っている地域課題をコアメンバーで

発掘をしていく事とした。各テーブルにファシリテーターとしてコアメンバーを配置し

地域課題の視点を持ってグループワークに参加頂く予定としている。

〇精神部会の組織強化として、ひきつづき精神分野に興味のありそうな事業所に声掛けを

行っていく。

※年度内に事例検討会を数回実施予定

●講演会 年１回

昨年度実施を見送った為、今年度開催予定。時期は秋ごろ。初心に立ち返り精神障害につい

基本的な知識等を学べる内容にする予定。2～3か月に一度の実行委員会形式とする。

●ピアサポート活動へのサポート

・協議会でのピアサポート活動の後援として、必要に応じて定例会の場や講演会でのピアサ

ポート活動を支援します。また、協議会全体会の場でピアサポート活動の報告を行います。

【運営委員】

鳴海ひまわりクリニック

地域活動支援センターしかやま

【精神部会コアメンバー 参加事業所】

はたらく工房 緑家族会 ウイングル名古屋野並センター メンタルクリニックみなみ

ゆたか希望の家相談支援事業所 相談支援事業所 me 多機能型事業所わかた 地域活動

支援センターしかやま 緑区障害者基幹相談支援センター 鳴海ひまわりクリニック

2026年《現在予定している定例会》

6/16（火） 第１回 「事例検討グループワーク」

7/31（金） 第２回 ピアサポーターについて、区内事業所新人研修



2026 年度 権利擁護部会 活動計画
権利擁護部会は緑区自立支援連絡協議会の中心として位置づけ、緑区内の「当事者」「支援者」「地域

で支える人」と一緒に権利擁護について考え、障害のある人を支える地域を目指します。
今年度も、講演会をはじめ、不適切支援の情報共有、虐待の予防のために行政との会議など、見守り

ネットワークの構築を充実させていきます。

１，定例会

参加は緑区内の部会、連絡会を問わず全事業所が対象

日にち 内容 場所

第 1 回 6 月 11 日（木）

13：30～15：30

講演会「障害を持つ人と親のリアルな生活と

権利擁護」～支援者、家族、当事者と一緒に

考えませんか～

緑区手をつなぐ育成会：水野さん

緑区役所 講堂

第 2 回 11 月  日（ ）

13：30～15：30

講演会

「成年後見制度について」

緑区役所 講堂

第 3 回 ２月  日（ ）

13：30～16：00

講演会 緑区役所 講堂

２，見守りネットワーク

   7/23、10/15、1/14  いずれも 10 時～11 時

障害のある方の権利を守るために、虐待防止の観点から不適切な支援についての情報を行政、基幹セ

ンター、事業所等で共有することで適切な支援に切り替えられるための検討の場を作ります。昨年度に

引き続き「不適切支援の相談」の場として、緑区自立支援協議会の事務局会議の中で開催します。

３，運営委員

児童 ナーシング

居宅 おおばこ

強行 あいぽ

日中 ぱすてる

相談 ぽぽ   

行政 区役所、支所

基幹センター

４，運営委員会 緑区役所審査会室

4/28（火）、10/13(火)、1/19（火）、3/16（火） いずれも 10 時～12 時


